
■付録③ 運用後のWeb明細レイアウト変更手順例
e-AMANOのWeb明細は、PDFファイル形式で保存しているわけではなく、閲覧時やダウンロード時に毎回PDFファイルを作成します。
その為、Web明細のレイアウト変更が発生した時(名称変更、項目追加など)、そのまま設定を変更すると、
公開済みのWeb明細(過去分)も、変更後の内容で表示されてしまいます。

過去分のWeb明細と、今後のWeb明細でレイアウトを変える場合、PDF設定を切り替えるような設定変更が必要となります。

以下に、その手順例を記載します。

＜今回の前提＞
・2025年10月分より、Web明細のレイアウトに新規項目を追加する。
   但し、2025年9月分までは、これまで通りのレイアウトで出力する。(新規項目を表示しない)
・変更前、給与システムから出力されるCSVファイルの[帳票グループキー]のデータは、"1"であった。
・変更後、給与システムから出力するCSVファイルの[帳票グループキー]のデータを、"2"へ変更する。
・過去分のWeb明細(発行済み)に関し、再度CSVインポートすることはない。
・現在の帳票レイアウトは1パターンしかないため、[帳票グループキー管理]は未設定であった。
   つまり、[PDF設定]は、[default - デフォルト設定]のみであった。
   ※ この場合、CSVファイルの[帳票グループキー]は"1"でしたが、[帳票グループキー管理]は未設定であったため、
       これまで全従業員がPDF設定の[default - デフォルト設定]へ紐づけられていました。

(1) 帳票グループキー設定の追加
最初に、変更前の帳票グループキーと、変更後の帳票グループキーを、新規追加します。
お客様にて、既に変更前の帳票グループキーが登録済みであった場合、変更後の帳票グループキーのみ登録してください。

メニュー[Web明細書]-[Web明細一覧]-[帳票グループキー管理]ボタンを押下します。

[新規作成]ボタンを押下します。

[帳票グループキー]欄に"1"を入力し、[登録する]ボタンを押下します。
[備考]欄に、何用の設定なのかを記載しておくと、あとで分かりやすいです。
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再度、[新規作成]ボタンを押下し、[帳票グループキー]欄に"2"を入力し、[登録する]ボタンを押下します。

2025年9月までのレイアウト用である"1"と、2025年10月以降のレイアウト用である"2"が登録されました。

(2) CSV設定の変更
CSV設定は、基本的に既存の設定を変更(項目追加)してください。
後述の[(3)PDF設定の追加]では、既存のPDF設定をコピーしますが、この時にCSV設定も、コピー元の設定がコピーされます。
このCSV設定を変更すると、PDF設定で行っていた、CSV項目とPDF項目の紐付け("E01c"などの設定)が解除される為です。

メニュー[Web明細書]-[Web明細一覧]-[CSV設定管理]ボタンを押下します。

対象のCSV設定の右端の[三]で[このCSV設定の詳細を表示する]を選択します。

←  ～2025年9月用の設定

←  2025年10月～用の設定
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[新規CSV項目作成]ボタンを押下します。

追加する項目の名称と型を設定します。

～省略～
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末尾に追加されていることを確認します。
また、NX側の汎用外部データ出力設定と同じ内容である事を確認してください。(項目の順番も合わせる必要があります)

(3) PDF設定の追加
PDF設定、基本的に既存の設定をコピーし、コピー後の設定のうち、変更箇所のみ修正してください。

メニュー[Web明細書]-[Web明細一覧]-[帳票設定管理]ボタンを押下します。

対象の帳票セット名の右端の[三]で[この帳票セットの詳細を表示する]を選択します。

～省略～

絶対にこのアイコンを使用して上下の位置を変更しないでください。
設定済みのPDF設定の位置("E01c"などのCSV項目)もずれてしまいます。
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今回の例では、前提として[default - デフォルト設定]しか存在しません。
これまでは全従業員が[default - デフォルト設定]を使用していましたので、
まずは変更前用のPDF設定を追加し、分かりやすいようにします。

コピー元である[default - デフォルト設定]の右端の[三]で、[このPDF設定からコピーを作成する]を選択します。

[帳票グループキー]欄で、コピー先の帳票グループキーに"1"を指定し、[登録する]ボタンを押下します。
これで2025年9月までのレイアウト用としてコピー作成されました。

再度、コピー元である[default - デフォルト設定]の右端の[三]で、[このPDF設定からコピーを作成する]を選択します。
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[帳票グループキー]欄で、コピー先の帳票グループキーに"2"を指定し、[登録する]ボタンを押下します。
これで2025年10月以降のレイアウト用としてコピー作成されました。

設定変更前はPDF設定は[default - デフォルト設定]しか存在しませんでしたが、
帳票グループキー＝1(変更前用)と、帳票グループキー＝2(変更後用)が追加されました。
現時点では、3つともPDF設定内容は同一となります。

帳票グループキー＝2(変更後用)の右端の[三]で、[このPDF設定の詳細を表示する]を選択します。

CSVファイルの[帳票グループキー]が未登録
(1と2ではない値)の場合、このレイアウトで表示されます

帳票グループキー=2(2025年10月～)
では、このレイアウトで表示されます

帳票グループキー=1(～2025年9月)
では、このレイアウトで表示されます
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追加する項目の[使用する]にチェックします。
タイトル部(E22tなど)と、データ部(E22cなど)に、追加項目を設定します。
データ部では、[参照先]欄で[CSV項目]を選択し、その右側のドロップダウンリストで、(2)で追加した項目を選択します。
全ての変更が完了したら、[編集する]ボタンを押下します。

設定変更後、 CSVファイルで[帳票グループキー＝2]となっているデータは(過去分も含めて)、
このPDF設定のレイアウトで表示されるようになります。

(4) 動作確認
設定変更後の給与システムから、CSVファイルをエクスポートします。
(帳票グループキーは"2"で、末尾に新規項目が追加されているCSVファイル)
そのCSVファイルをe-AMANOでインポート後にPDFファイルを出力し、想定通りに反映されている事を確認してください。

項目名の”t”は
タイトル部です

項目名の”c”は
データ部です

必ず にします

出力するCSV項目を
指定します

PDFへ表示する際の
型や配置設定します

必ず にします

想定通りに項目追加されていることを確認してください

←必要に応じて、全従業員向けコメントを追加してください。設定方法は下記をご参照ください。
[付録 個人向けメッセージ、全社員向けメッセージを追加する]
https://www.tis.amano.co.jp/e-amano/pdf/manual/webdetails/webdetails_11.pdf
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  ■想定通りに変更出ていない場合
     CSVファイルをインポートした従業員毎のWeb明細データ一覧画面を表示し、
     下図緑枠の[適用PDF設定]欄をご確認ください。
     帳票グループキーの紐付けが正しく行われていない場合、[default - デフォルト設定]がセットされています。

以上
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